
令和2年度の取り組み（変更箇所の抜粋一覧）

1.安定した病院経営

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 2年度の計画策定当初目標（変更前） 2年度目標（変更後）

収入の
確保

患者数の
増

診療報酬
請求の最
適化 取り漏れ等への対応

EFファイルとHファイルの突合
診療現場におけるオーダー・薬剤のチェック
両者ともに完全一致をめざす

EFファイルとHファイルの突合
診療現場におけるオーダー・薬剤のチェック
両者ともに完全一致をめざす

ADL維持向上等体制加算の算定 2病棟算定継続 1病棟算定継続

診療材料
費の削減 医療材料費の使用のルールの確立と

推進
対象材料を抽出し、各診療科と協議のうえルール
を確立　4項目（告示名称ごと）実施

ベンチマークを活用し、物流センター業務委託業者へ
3ヶ月に1回10品目の提案を行う

支出の
削減

薬品費の
削減

採用薬品の厳密な選定
入院・外来収益に占める薬品費の比率
11.6％（28年度実績）を維持

入院・外来収益に占める薬品費の比率
令和元年度実績を維持

リンパ浮腫複合的治療料の算定
リンパ浮腫複合的治療料実施件数
１(重症）    2件/月
2(1以外)   20件/月

リンパ浮腫複合的治療料実施件数
１(重症）   60件/年
2(1以外)  70件/年

全入院患者への服薬指導の実施 服薬指導実施率　96％以上
服薬指導実施件数　23,650件
服薬指導実施率　90％以上

がん患者指導管理料算定件数を増加
させる

管理料イ: 460件
管理料ロ: 700件
管理料ハ: 250件

管理料イ:  500件
管理料ロ:  500件
管理料ハ:  250件

緊急、準急手術の積極的な受け入れ
を行う

全身麻酔件数　前年度比2％増 全身麻酔件数　2,750件

紹介率・逆紹介率の上昇
紹介率　    65％
逆紹介率　100％

紹介率　    　70％
逆紹介率 　 105％

その他の
収入確保
策 手術室の効率的な運用 手術室稼働率　78％

A館手術室稼働率　78％
E館手術室稼働率  45％
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令和2年度の取り組み（変更箇所の抜粋一覧） 変更上方修正変更 下方修正 追加・変更 追加または変更

2.安全で信頼される医療の提供（医療の質の向上）

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 2年度の計画策定当初目標（変更前） 2年度目標（変更後）

安全管理
対策と予防 医療安全マニュアルの見直し

マニュアルの見直し、作成および医療安全対策文
書の作成 年5回

マニュアルの見直し、作成および医療安全対策文書の作成
年12回

有害事象
への対応

有害事象への対応研修の実施及び職
員の確保

研修会の開催　年1回 研修会の開催　年2回

診療密
度の上
昇

平均在院
日数の短
縮

院内心不全パス、心不全地域連携パ
スの作成、運用を開始する
心不全終末期患者への意志決定支
援、アドバンス・ケア・プランの実施

院内パス、地域連携パスが運用されている 心不全地域連携パス運用会議を3ヶ月に1回開催する

電子カルテシステム 電子カルテシステム（救急・ICU管理・既存部門含む）

手術・ＩＣＵシステム 手術システム

感染管理支援システム 感染管理支援システム

循環器動画システム 注射薬払出システム

医療被ばく線量管理システム

外来待ち
時間の短
縮

外来待ち時間調査、診療科ごとの目
標値設定、逆紹介推進、DAの導入、
看護師相談・説明の構築
外来診療枠見直し

診察予約時間1時間以内診察
外来会計待ち時間の短縮

診察予約時間1時間以内診察　80％以上
外来会計待ち時間の短縮 　12.1分（30年度実績）の維持

情報提供
の推進 HPの充実

年度変更時は依頼後10営業日以内、随時は依頼
後5営業日以内に更新

新しいホームページの安定した運用、新年度の組織・人
事異動等に対応した更新を速やかに行う

良質な
チーム
医療

チーム医
療の充実

リエゾンセンターを拠点に活動する
チームの充実

合同のチームメンバーで回診、カンファレンス
実施回数　週3回

リエゾンセンター勉強会実施回数　　年4回

精神科リエゾンチームと認知症ケアチームでの合同回
診 週2回、カンファレンス 毎日

サポートケアチームでの回診・カンファレンスの継続

リエゾンセンター勉強会実施回数　年2回

患者
サービ
スの向
上

患者サ
ポート室の
充実

診療科の拡充に伴う患者数の増加
予約入院患者のうち患者サポートセンターで対応
する患者割合を7割以上とし、かつ原則手術治療前
日・当日入院とする

予約入院患者のうち患者サポートセンターで対応する患者割合
を65％以上とし、かつ原則手術治療前日・当日入院とする

施設・
設備及
び医療
機器等
の計画
的な整
備

医療機器
の整備

当院の使命である、急性期医療及び
高度医療を提供するための総合診療
機能を維持するため、計画的な医療
機器の更新及び新規購入を行う

血管造影装置の更新

システムの
計画的な
更新

計画的なシステムの更新

医療安
全管理
体制の
充実
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令和2年度の取り組み（変更箇所の抜粋一覧） 変更上方修正変更 下方修正 追加・変更 追加または変更

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 2年度の計画策定当初目標（変更前） 2年度目標（変更後）

急性期リハ
ビリテー
ションの充
実

休日稼働の拡充 実施率60％以上を維持 実施率65％以上

育児短時間勤務を取得しやすい環境
作り

制度を周知する説明会
管理職向け　1回
看護局向け　1回

制度を周知する説明会
職員向け１回

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 2年度の計画策定当初目標（変更前） 2年度目標（変更後）

重度外傷
センターの
充実

外傷患者に集学的かつ専門的な緊急
医療サービスを提供する

各科に紹介があったり、あるいは救命救急センター
で受け入れ、コンサルトを必要とする患者に関して
は基本100％受け入れる

外科系外傷救急患者数　350人

脳卒中セン
ターの開設

脳神経外科が中心となり、脳神経内
科、メディカルスタッフからなる脳卒中
センターを立ち上げ、包括的な脳卒中
診療を行う

SCU利用率　90％以上 SCU利用率　95％以上

地域が
ん診療
連携拠
点病院
の充実

体制の整
備

将来的に指定要件が厳格化されるこ
とを見込んだ整備

地域がん診療連携拠点病院として提出する平成32
年のキャンサーボード検討率 30％

「いろんなつらさの問診票」の件数
　前年度の10％増

緩和ケア講習受講率
　がん診療医 90％
　初期臨床研修2年目から初期臨床研修修了後
　3年以内の医師　100％

緩和ケアリンクナースの配置 必要全部署

令和2年度に地域がん診療連携拠点病院として提出する令和
元年のキャンサーボード検討率 28％

「いろんなつらさの問診票」の件数
　320件

緩和ケア講習受講の促進
自施設に所属する臨床研修医及び1年以上自施設に所
属するがん診療に携わる医師・歯科医師が当該研修を
修了する体制を整備する

緩和ケアリンクナースの配置 必要全部署

救命救
急セン
ターの
充実

3.高度急性期病院の機能の充実

子育て支
援

院内保育所の活用

通常保育利用者36人
二重保育利用者の増加
夜間育児利用者の増加
祝日保育の開始

通常保育利用者36人
二重保育利用者の増加
夜間育児利用者の増加
ＧＷ・年末年始の保育の継続

良質な
チーム
医療

働きやすい
職場

職員満足度の向上及び離職率低下

職員満足度　満足、ほぼ満足80％
看護職離職率　全体9％、新人7％台
1人当たり年次有給休暇消化日数  前年度より
10％増
1人当たり超過勤務時間数　前年度より10％減

職員満足度　満足、ほぼ満足80％以上
看護職離職率　全体9％、新人7％台
1人当たり年次有給休暇取得日数　9日以上
1人当たり月平均超過勤務時間数　前年度より減少

外
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令和2年度の取り組み（変更箇所の抜粋一覧） 変更上方修正変更 下方修正 追加・変更 追加または変更

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 2年度の計画策定当初目標（変更前） 2年度目標（変更後）

地域が
ん診療
連携拠
点病院
の充実

乳腺セン
ターの開設

乳腺外科、形成外科、放射線治療科、
病理検査室、乳がん認定看護師、薬
剤局などの各部門がさらに密接に連
携し、ひとりの乳がん患者の診療の充
実を図る

乳腺疾患手術例　　300例以上/年
乳腺疾患手術例　250～300例/年
乳腺疾患の地域連携パス　12例以上/年

連携医訪問の実施 120件 100件

胃がん検診の推進 前年度の1割増 235件

連携医優先予約診療患者数の増 3,600人 4,800人

退院調整看護師の積極的な活用
（訪問看護ステーション設置の検討）

退院前・退院後訪問指導　20件
在宅患者訪問看護指導料　5件

退院前・退院後訪問指導　 40件
在宅患者訪問看護指導料　5件

4.教育・研修等の充実

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 2年度の計画策定当初目標（変更前） 2年度目標（変更後）

看護師の
専門性の
向上

認定資格等の取得
特定行為研修に1名以上（感染関連、創傷関連、呼
吸器関連、循環器関連） 特定認定看護師研修に1名以上（クリニカルケア）

薬剤師の
専門性の
向上

認定薬剤師の育成 日本病院薬剤師会基礎認定取得　3名 新規認定資格の取得　2名

メディカル
スタッフの
専門性の
向上 資格認定等の取得

新たな認定資格の取得
　　　　・　臨床検査技師　　3名
　　　　・　放射線技師　　 　1名
　　　　・　臨床工学技師　　1名
　　　　・　理学療法士　　　 1名
現在の認定資格の維持
　　　　・　管理栄養士

新たな認定資格の取得
　　　　・　臨床検査技師　　3名
　　　　・　放射線技師　　 　3名
　　　　・　臨床工学技師　　1名
　　　　・　理学療法士　　　 2名
現在の認定資格の維持
　　　　・　管理栄養士

事務の専
門性の向
上

事務局内の専門研修を実施する
外部の専門的研修への参加

内部研修　12回
外部研修　57人

内部研修　6回
外部研修　57人

新医師専
門医制度
への対応

新しい医師専門医制度に対応し、多く
の専攻医が集まり、専攻医を育成す
る体制を作る

基幹施設の4領域について、新たに各1名の専攻医
を受け入れる
3年目の専攻医の専門医取得を目指す

基幹施設の4領域について、新たに計4名の専攻医を受け入れ
る
3年目の専攻医の専門医取得を目指す

教育・
研修等
の充実

後方連携
の強化

退院支援の充実
入退院支援加算1　　   5,800件
介護支援等連携指導料　500件
退院時共同指導料2　　  130件

入退院支援加算1　　  　7,440件
介護支援等連携指導料　 960件
退院時共同指導料2　　   180件

地域医
療支援
病院の
強化

前方連携
の強化

変更

変更

変更

変更

変更

追加・変更

追加・変更

追加・変更

変更

追加・変更

変更

追加・変更

追加・変更

4


